
降誕日前夕 唱詠による夕の礼拝 

Christmas Eve Lessons and Carols 
 

 

司式           司祭 下条裕章 

           執事 中村真希 執事 日髙馨輔 

 

入堂 聖歌 64   ひさしくまちにし 

始めの唱和 (S1-1) 

詩編 19:1-6   

第 1日課 イザヤ 9:1-6         

聖歌 72      エッサイの根より 

第 2日課 ミカ 5:1-4a        

アンセム（子どもと大人の聖歌隊）AWAY IN A MANGER 

聖歌 69  (1,3,5 節)   もろびとこぞりて 

マリアの賛歌  (S8-5) 

第 3日課 ルカ 1:26-38 

聖歌 66      み使い来たり告げん 

第 4日課 ルカ 2:1-7 

聖歌 97      あのときベツレヘムの 

第 5日課 ルカ 2:8-17 

聖歌 70       ダビデのむらざと 

第 6日課 マタイ 2:1-12 

聖歌 94     まきびと羊を 

第 7日課 ヨハネ 1:1-14 

シメオンの賛歌  (S11-5) 

クリスマス・メッセージ 

アンセム （聖歌隊）J.Rutter  Christmas Lullaby 

使徒信経  （S13-1） 

聖歌 91  荒野の果てに 

奉献 

主の祈り  (S14-1) 

応唱  (S15-1) 

特祷  (S16-2) 

祈り 

退堂 聖歌 81   神には栄え         2023 年 12 月 24 日 聖アンデレ教会 
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今夕のアンセム （本式文 19ページ） 聖アンデレ教会聖歌隊奉唱 
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定刻の鐘の後、沈黙のうちに司式者団が入堂。一同立つ。 

入堂聖歌 64 
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詩編
し へ ん

 第 19編 1-7節 

天
てん

は神
かみ

の栄光
えいこう

を語
かた

り‖ 大空
おおぞら

は御手
み て

の業
わざ

を告
つ

げる 

昼
ひる

は昼
ひる

に言葉
こ と ば

を伝
つた

え‖ 夜
よる

は夜
よる

に知識
ち し き

を送
おく

る 

語
かた

ることもなく、言葉
こ と ば

もなく‖ その声
こえ

は聞
き

こえない 

その声
こえ

は全地
ぜ ん ち

に、その言葉
こ と ば

は世界
せ か い

の果
は

てまで‖ そこへ神
かみ

は太陽
たいよう

のために幕屋
ま く や

を張
は

った 

太陽
たいよう

は花婿
はなむこ

のように祝
いわ

いの部屋
へ や

を出
で

て‖ 勇者
ゆうしゃ

のように喜
よろこ

び勇
いさ

んで道
みち

を駆
か

け抜
ぬ

ける 

天
てん

の果
は

てを出
い

で立
た

ち、四方
し ほ う

の果
は

てまで行
ゆ

き巡
めぐ

る‖ 何一
なにひと

つその熱
ねつ

から隠
かく

れるものはない 

 

一同、着席する。 

＜第 1日課＞  

朗読者 イザヤ書 第 9 章 1 節から 

闇
やみ

の中
なか

を歩
あゆ

んでいた民
たみ

は大
おお

いなる 光
ひかり

を見
み

た。 

死
し

の陰
かげ

の地
ち

に住
す

んでいた者
もの

たちの上
うえ

に 光
ひかり

が 輝
かがや

いた。 

あなたはその国民
こくみん

を増
ふ

やし 

その 喜
よろこ

びを大
おお

きくされた。 

彼
かれ

らはあなたの前
まえ

に 喜
よろこ

んだ。 

収 穫
しゅうかく

を 喜
よろこ

ぶように、戦利品
せ ん り ひ ん

を分
わ

けて 喜
よろこ

び躍
おど

るように。 

彼
かれ

らの負
お

う 軛
くびき

、その肩
かた

の杖
つえ

、 虐
しいた

げる者
もの

の鞭
むち

を 

あなたがミデヤンの日
ひ

のように打
う

ち砕
くだ

いてくださった。 

地
ち

を踏
ふ

み鳴
な

らした兵士
へ い し

の靴
くつ

と血
ち

にまみれた服
ふく

は 

すべて焼
や

かれ、火
ひ

の餌食
え じ き

となった。 

一人
ひ と り

のみどりごが 私
わたし

たちのために生
う

まれた。 

一人
ひ と り

の 男
おとこ

の子
こ

が 私
わたし

たちに与
あた

えられた。 

主権
しゅけん

がその肩
かた

にあり、その名
な

は 

「 驚
おどろ

くべき指導者
し ど う し ゃ

、 力
ちから

ある神
かみ

 

永遠
えいえん

の父
ちち

、平和
へ い わ

の君
きみ

」と呼
よ

ばれる。 

その主権
しゅけん

は増
ま

し、平和
へ い わ

には終
お

わりがない。 

ダビデの王座
お う ざ

とその王国
おうこく

は 

公正
こうせい

と正義
せ い ぎ

によって立
た

てられ、支
ささ

えられる 

今
いま

より、とこしえに。 

万軍
ばんぐん

の主
しゅ

の熱 情
ねつじょう

がこれを成
な

し遂
と

げる。            ＜イザヤ 9:1-6＞ 

朗読者 第１日課を終わります 

み言葉を聴き、短く黙想する。 

司式者 祈りましょう 

    父
ちち

よ、この聖
せい

なる夜
よる

、あなたの独
ひと

り子
ご

・わたしたちの救
すく

い主
ぬし

は、人
ひと

としてお生
う

ま
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れになりました。 

主
しゅ

よ、キリストの体
からだ

であるあなたの教会
きょうかい

を新
あら

たにしてください。 

あなたの憐
あわ

れみによって 

会 衆  わたしたちの祈
いの

りをお聞
き

きください 

一同、立つ。 

聖歌 72   
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一同、着席する。 

 

＜第 2日課＞  

朗読者 ミカ書 第 5 章 1 節から 

エフラタのベツレヘムよ 

あなたはユダの氏族
し ぞ く

の中
なか

では 最
もっと

も小
ちい

さな者
もの

。 

あなたから、 私
わたし

のために 

イスラエルを治
おさ

める者
もの

が出
で

る。 

その出自
しゅつじ

は古
ふる

く、とこしえの 昔
むかし

に 遡
さかのぼ

る。 

それゆえ、産婦
さ ん ぷ

が子
こ

を産
う

むまで 

主
しゅ

は彼
かれ

らをそのままにしておかれる。 

彼
かれ

の兄 弟
きょうだい

の残
のこ

りの者
もの

は 

イスラエルの子
こ

らのもとに帰
かえ

って来
く

る。 

彼
かれ

は立
た

ち上
あ

がり、主
しゅ

の 力
ちから

と 

その神
かみ

、主
しゅ

の名
な

の威光
い こ う

によって群
む

れを治
おさ

める。 

彼
かれ

らは安
やす

らかに住
す

み 

彼
かれ

は今
いま

、大
おお

いなる者
もの

となって地
ち

の果
は

てにまで及
およ

ぶ。 

この方
かた

こそ平和
へ い わ

である。                   ＜ミカ 5:1-4a＞ 

朗読者 第２日課を終わります 

 

司式者 祈りましょう 

    この聖
せい

なる夜
よる

、世界中
せかいじゅう

のキリスト者
しゃ

がみ子
こ

のご降誕
こうたん

を祝
いわ

います。 

主
しゅ

よ、わたしたちの心
こころ

を開
ひら

いて、み子
こ

が今日
き ょ う

わたしたちのうちにお生
う

まれになっ

たことに気
き

づかせてください。 

 

あなたの憐
あわ

れみによって 

会 衆  わたしたちの祈
いの

りをお聞
き

きください 

 

アンセム（子どもと大人の聖歌隊） AWAY IN A MANGER 

 

聖歌   69 1,3,5 節 

一同、立つ。 
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5 節 平和
へ い わ

の君
きみ

なる み子
こ

を迎
むか

え 

救
すく

いの主とぞ ほめたたえよ 

ほめたたえよ ほめ ほめたたえよ 
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マリアの賛歌
さ ん か
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一同、着席する。 

 

＜第 3日課＞  

朗読者 聖ルカによる福音書 第 1 章 26 節から 

六
ろっ

か月目
げ つ め

に、天使
て ん し

ガブリエルは、ナザレというガリラヤの町
まち

に神
かみ

から遣
つか

わされた。

ダビデ家
け

のヨセフと言
い

う人
ひと

のいいなずけであるおとめのところに遣
つか

わされたのであ

る。そのおとめの名
な

はマリアと言
い

った。天使
て ん し

は、彼女
かのじょ

のところに来
き

て言
い

った。「おめ

でとう、恵
めぐ

まれた方
かた

。主
しゅ

があなたと共
とも

におられる。」マリアはこの言葉
こ と ば

にひどく戸惑
と ま ど

って、これは一体
いったい

何
なん

の挨拶
あいさつ

かと 考
かんが

え込
こ

んだ。すると、天使
て ん し

は言
い

った。「マリア、恐
おそ

れることはない。あなたは神
かみ

から恵
めぐ

みをいただいた。あなたは身
み

ごもって 男
おとこ

の子
こ

を

産
う

む。その子
こ

をイエスと名付
な づ

けなさい。その子
こ

は偉大
い だ い

な人
ひと

になり、いと高
たか

き方
かた

の子
こ

と呼
よ

ばれる。神
かみ

である主
しゅ

が、彼
かれ

に父
ちち

ダビデの王座
お う ざ

をくださる。彼
かれ

は永遠
えいえん

にヤコブの

家
いえ

を治
おさ

め、その支配
し は い

は終
お

わることがない。」マリアは天使
て ん し

に言
い

った。「どうして、そ

んなことがありえましょうか。 私
わたし

は 男
おとこ

の人
ひと

を知
し

りませんのに。」天使
て ん し

は答
こた

えた。

「聖霊
せいれい

があなたに降
くだ

り、いと高
たか

き方
かた

の 力
ちから

があなたを覆
おお

う。だから、生
う

まれる子
こ

は聖
せい

なる者
もの

、神
かみ

の子
こ

と呼
よ

ばれる。あなたの親類
しんるい

エリサベトも、老年
ろうねん

ながら 男
おとこ

の子
こ

を身
み

ご

もっている。不妊
ふ に ん

の 女
おんな

と言
い

われていたのに、もう六
ろっ

か月
げつ

になっている。神
かみ

にできな

いことは何一
なにひと

つない。」マリアは言
い

った。「 私
わたし

は主
しゅ

の仕
つか

え女
め

です。お言葉
こ と ば

どおり、こ

の身
み

になりますように。」そこで、天使
て ん し

は去
さ

って行
い

った。 

＜ルカ 1:26-38＞ 

朗読者 第３日課を終わります 

 

司式者 祈りましょう 

    この聖
せい

なる夜
よる

、その宿
やど

には、あなたの独
ひと

り子
ご

をお迎
むか

えする場所
ば し ょ

がありませんでし

た。  

主
しゅ

よ、憩
いこ

うところのない人
ひと

、貧
まず

しくされている人
ひと

を、あなたの愛
あい

でお守
まも

りくださ

い。 

 

あなたの憐
あわ

れみによって 

会 衆  わたしたちの祈
いの

りをお聞
き

きください 

 

聖歌   66  

一同、立つ。 

 



11 
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一同、着席する。 

 

＜第 4日課＞  

朗読者 聖ルカによる福音書 第 2 章 1 節から 

その頃
ころ

、皇帝
こうてい

アウグストゥスから全領土
ぜんりょうど

の住 民
じゅうみん

に、登録
とうろく

をせよとの勅 令
ちょくれい

が出
で

た。

これは、キリニウスがシリア 州
しゅう

の総督
そうとく

であったときに 行
おこな

われた最初
さいしょ

の住 民
じゅうみん

登録
とうろく

で

あった。人々
ひとびと

は皆
みな

、登録
とうろく

するために、それぞれ自分
じ ぶ ん

の町
まち

へ旅立
た び だ

った。ヨセフもダビ

デの家系
か け い

であり、またその血筋
ち す じ

であったので、ガリラヤの町
まち

ナザレからユダヤのベ

ツレヘムというダビデの町
まち

へ上
のぼ

って行
い

った。身重
み お も

になっていた、いいなずけのマリ

アと一緒
いっしょ

に登録
とうろく

するためである。ところが、彼
かれ

らがそこにいるうちに、マリアは月
つき

が満
み

ちて、初子
う い ご

の男子
だ ん し

を産
う

み、産着
う ぶ ぎ

にくるんで飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

かせた。宿屋
や ど や

には彼
かれ

ら

の泊
と

まる 所
ところ

がなかったからである。 

＜ルカ 2:1-7＞ 

朗読者 第４日課を終わります 

 

司式者 祈りましょう 

    この聖
せい

なる夜
よる

、産
う

みの苦
くる

しみの中
なか

でマリアはあなたの独
ひと

り子
ご

を産
う

み、その腕
うで

に抱
いだ

きました。 

主
しゅ

よ、いま、苦
くる

しみ嘆
なげ

く人々
ひとびと

を、あなたのみ手
て

で支
ささ

えてください。 

 

あなたの憐
あわ

れみによって 

会 衆  わたしたちの祈
いの

りをお聞
き

きください 

 

聖歌   97   

 

一同、立つ。 
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一同、着席する。 

 

＜第 5日課＞  

朗読者 聖ルカによる福音書 第 2 章 8 節から 

さて、その地方
ち ほ う

で羊飼
ひつじか

いたちが野宿
のじゅく

をしながら、夜通
よ ど お

し 羊
ひつじ

の群
む

れの番
ばん

をしていた。

すると、主
しゅ

の天使
て ん し

が 現
あらわ

れ、主
しゅ

の栄光
えいこう

が周
まわ

りを照
て

らしたので、彼
かれ

らは非常
ひじょう

に恐
おそ

れた。

天使
て ん し

は言
い

った。「恐
おそ

れるな。 私
わたし

は、すべての民
たみ

に与
あた

えられる大
おお

きな 喜
よろこ

びを告
つ

げる。

今日
き ょ う

ダビデの町
まち

に、あなたがたのために救
すく

い主
ぬし

がお生
う

まれになった。この方
かた

こそ主
しゅ

メシアである。あなたがたは、産着
う ぶ ぎ

にくるまって飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

ている乳飲
ち の

み子
ご

を見
み

つける。これがあなたがたへのしるしである。」すると、突然
とつぜん

、天
てん

の大軍
たいぐん

が 現
あらわ

れ、

この天使
て ん し

と共
とも

に神
かみ

を賛美
さ ん び

して言
い

った。 

「いと高
たか

き 所
ところ

には栄光
えいこう

、神
かみ

にあれ 

地
ち

には平和
へ い わ

、御心
みこころ

に適
かな

う人
ひと

にあれ。」 

天使
て ん し

たちが離
はな

れて天
てん

に去
さ

ったとき、羊飼
ひつじか

いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行
い

って、主
しゅ

が知
し

らせてくださったその出来事
で き ご と

を見
み

ようではないか」と話
はな

し合
あ

った。そして急
いそ

い

で行
い

って、マリアとヨセフ、また飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

ている乳飲
ち の

み子
ご

を探
さが

し当
あ

てた。その

光景
こうけい

を見
み

て、羊飼
ひつじか

いたちは、この幼子
おさなご

について天使
て ん し

から告
つ

げられたことを人々
ひとびと

に知
し

らせた。 

＜ルカ 2:8-17＞ 

朗読者 第５日課を終わります 

 

司式者 祈りましょう 

    この聖
せい

なる夜
よる

、野
の

の羊飼
ひつじか

いたちは、喜
よろこ

びの良
よ

いおとずれを耳
みみ

にしました。 

主
しゅ

よ、キリストによる救
すく

いの福音
ふくいん

を伝
つた

える恵
めぐ

みをわたしたちにお与
あた

えください。 

 

あなたの憐
あわ

れみによって 

会 衆  わたしたちの祈
いの

りをお聞
き

きください 

 

聖歌   70   

 

一同、立つ。 
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一同、着席する。 

 

＜第 6日課＞  

朗読者 聖マタイによる福音書 第 2 章 1 節から 

イエスがヘロデ王
おう

の時代
じ だ い

にユダヤのベツレヘムでお生
う

まれになったとき、東方
とうほう

の

博士
は か せ

たちがエルサレムにやって来
き

て、言
い

った。「ユダヤ人
じん

の王
おう

としてお生
う

まれになっ

た方
かた

は、どこにおられますか。私
わたし

たちは東方
とうほう

でその方
かた

の星
ほし

を見
み

たので、拝
おが

みに来
き

た

のです。」これを聞
き

いて、ヘロデ王
おう

は不安
ふ あ ん

を抱
いだ

いた。エルサレムの人々
ひとびと

も皆
みな

、同様
どうよう

で

あった。 

そこで、ヘロデは博士
は か せ

たちをひそかに呼
よ

び寄
よ

せ、星
ほし

の 現
あらわ

れた時期
じ き

を確
たし

かめた。そし

て、こう言
い

ってベツレヘムへ送
おく

り出
だ

した。「行
い

って、その子
こ

のことを詳
くわ

しく調
しら

べ、見
み

つかったら知
し

らせてくれ。 私
わたし

も行
い

って拝
おが

むから。」彼
かれ

らが王
おう

の言葉
こ と ば

を聞
き

いて出
で

かけ

ると、東方
とうほう

で見
み

た星
ほし

が先立
さ き だ

って進
すす

み、ついに幼子
おさなご

がいる場所
ば し ょ

の上
うえ

に止
と

まった。博士
は か せ

たちはその星
ほし

を見
み

て 喜
よろこ

びに溢
あふ

れた。家
いえ

に入
はい

ってみると、幼子
おさなご

が母
はは

マリアと共
とも

におら

れた。彼
かれ

らはひれ伏
ふ

して幼子
おさなご

を拝
おが

み、 宝
たから

の箱
はこ

を開
あ

けて、黄金
おうごん

、乳 香
にゅうこう

、没薬
もつやく

を贈
おく

り

物
もの

として献
ささ

げた。それから、「ヘロデのところへ帰
かえ

るな」と夢
ゆめ

でお告
つ

げがあったので、

別
べつ

の道
みち

を通
とお

って自分
じ ぶ ん

の国
くに

へ帰
かえ

って行
い

った。 

＜マタイ 2:1-3, 7-12＞ 

朗読者 第６日課を終わります 

 

司式者 祈りましょう 

     

この聖
せい

なる夜
よる

、あなたの救
すく

い主
ぬし

は、暗闇
くらやみ

に輝
かがや

く光
ひかり

としてこの世
よ

に来
こ

られました。     

主
しゅ

よ、わたしたちの住
す

むこの世
よ

の悲
かな

しみにうちひしがれている人々
ひとびと

に安
やす

らぎをお

与
あた

えください。 

 

あなたの憐
あわ

れみによって 

会 衆  わたしたちの祈
いの

りをお聞
き

きください 

 

聖歌   94  

 

一同、立つ。 
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一同、立って聖書の方を向く。 

 

＜第 7日課＞  

朗読者 聖ヨハネによる福音書 第 1 章 1 節から 

初
はじ

めに 言
ことば

があった。 言
ことば

は神
かみ

と共
とも

にあった。 言
ことば

は神
かみ

であった。この 言
ことば

は、初
はじ

めに

神
かみ

と共
とも

にあった。万物
ばんぶつ

は 言
ことば

によって成
な

った。 言
ことば

によらずに成
な

ったものは何一
なにひと

つな

かった。 言
ことば

の内
うち

に成
な

ったものは、 命
いのち

であった。この 命
いのち

は人
ひと

の 光
ひかり

であった。 光
ひかり

は

闇
やみ

の中
なか

で 輝
かがや

いている。闇
やみ

は 光
ひかり

に勝
か

たなかった。 

一人
ひ と り

の人
ひと

が 現
あらわ

れた。神
かみ

から遣
つか

わされた者
もの

で、名
な

をヨハネと言
い

った。この人
ひと

は証
あか

しの

ために来
き

た。光
ひかり

について証
あか

しをするため、また、すべての人
ひと

が彼
かれ

によって信
しん

じる者
もの

となるためである。彼
かれ

は 光
ひかり

ではなく、 光
ひかり

について証
あか

しをするために来
き

た。 

まことの 光
ひかり

があった。その 光
ひかり

は世
よ

に来
き

て、すべての人
ひと

を照
て

らすのである。言
ことば

は世
よ

にあった。世
よ

は 言
ことば

によって成
な

ったが、世
よ

は 言
ことば

を 認
みとめ

めなかった。 言
ことば

は自分
じ ぶ ん

のとこ

ろへ来
き

たが、民
たみ

は 言
ことば

を受
う

け入
い

れなかった。しかし、 言
ことば

は、自分
じ ぶ ん

を受
う

け入
い

れた人
ひと

、

その名
な

を信
しん

じる人々
ひとびと

には、神
かみ

の子
こ

となる権能
けんのう

を与
あた

えた。この人々
ひとびと

は、血
ち

によらず、

肉
にく

の欲
よく

によらず、人
ひと

の欲
よく

にもよらず、神
かみ

によって生
う

まれたのである。 

言
ことば

は肉
にく

となって、 私
わたし

たちの 間
あいだ

に宿
やど

った。 私
わたし

たちはその栄光
えいこう

を見
み

た。それは父
ちち

の

独
ひと

り子
ご

としての栄光
えいこう

であって、恵
めぐ

みと真理
し ん り

とに満
み

ちていた。 

＜ヨハネ 1:1-14＞ 

朗読者 第７日課を終わります 

司式者 祈りましょう 

この聖
せい

なる夜
よる

、疎外
そ が い

されていた人々
ひとびと

は、彼
かれ

らが受
う

け入
い

れられる聖
せい

なる家族
か ぞ く

を見
み

つ

け出
だ

し、飼
か

い葉
ば

おけに横
よこ

たわるみ子
こ

にお会
あ

いしました。  

主
しゅ

よ、わたしたちの家庭
か て い

と、わたしたちが愛
あい

するすべての人々
ひとびと

に祝福
しゅくふく

をお与
あた

えく

ださい。 

 

あなたの憐
あわ

れみによって 

会 衆  わたしたちの祈
いの

りをお聞
き

きください 
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シメオンの賛歌
さ ん か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一同、着席する。 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス・メッセージ  執事 中村真希（聖アンデレ教会牧師補） 

 

 

 

アンセム（聖歌隊）   J. Rutter  “Christmas Lullaby” 
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使徒信経
し と し ん き ょ う

 

一同、立つ。 
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次の聖歌を歌う間、献金を集めます。 

 

 

聖歌 91 
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司式者 全能の父なる神よ、この「信施」を受け、主のみ業のために用いてください 

会 衆  すべてのものは主
しゅ

の賜物
たまもの

。わたしたちは主
しゅ

から受
う

けて主
しゅ

に献
ささ

げたのです  

アーメン 
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祈 り 

一同着席する。以下、特祷までを歌いまたは唱える。 
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ここで司式者は立つ。 
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降誕日
こ う た ん び

特祷
とくとう

 

全能
ぜんのう

の神よ、あなたは独
ひと

りのみ子
こ

に人性
じんせい

を取
と

らせ、この時
とき

、清
きよ

いおとめから生
う

ま

れさせてくださいました。どうか、その恵
めぐ

みによって、再
ふたた

び生
う

まれ、神
かみ

の子
こ

とさ

れたわたしたちを、常
つね

に聖霊
せいれい

によって 新
あたら

しくしてください。父
ちち

と聖霊
せいれい

とともに

一体
いったい

であって世々
よ よ

に生
い

き支配
し は い

しておられる主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いい

たします アーメン 
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平安
へいあん

のため 

すべての聖
せい

なる望
のぞ

み、良
よ

い思
おも

い、正
ただ

しい業
わざ

のもとである神
かみ

よ、この世
よ

の与
あた

え得
え

ない平安
へいあん

をわたしたちにお与
あた

えください。わたしたちがみ 心
こころ

にすべてをゆだね、み 力
ちから

により

あだを恐
おそ

れず、安
やす

らかに日々
ひ び

を過
す

ごすことができますように、救
すく

い主
ぬし

イエス・キリス

トのいさおによってお願
ねが

いいたします。アーメン 

 

導
みちび

きのため 

天
てん

の父
ちち

よ、わたしたちは主
しゅ

のうちに生
い

き、動
うご

き、また存在
そんざい

するものです。どうか聖霊
せいれい

によって 導
みちび

き、わたしたちが日々
ひ び

の 営
いとな

みのうちに主
しゅ

を覚
おぼ

え、常
つね

にみ栄
さか

えを 現
あらわ

すこ

とができますように、主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします。アーメン 

 

平和
へ い わ

の祈
いの

り 

司式者  この聖
せい

なる夜
よる

、天
てん

のみ使
つか

いたちは「地
ち

には平和
へ い わ

、み心
こころ

に適
かな

う人
ひと

にあれ」と歌
うた

いま

した。 

主
しゅ

よ、世界
せ か い

のあらゆるところで、平和
へ い わ

と正義
せ い ぎ

の実現
じつげん

のために働
はたら

いている人々
ひとびと

を、

励
はげ

まし強
つよ

めてください。 

 

司式者   神
かみ

の正義
せ い ぎ

と平和
へ い わ

の実現
じつげん

のためにともに祈
いの

りましょう 

 

一同、次の祈りを唱える。 

 

主
しゅ

よ、わたしをあなたの平和
へ い わ

の道具
ど う ぐ

としてください 

憎
にく

しみのあるところに、愛
あい

を 

分裂
ぶんれつ

のあるところに、調和
ちょうわ

を 

傷
きず

つけあうところに、赦
ゆる

しを 

誤
あやま

りのあるところに、真理
し ん り

を 

疑
うたが

いのあるところに、信頼
しんらい

を 

絶望
ぜつぼう

のあるところに、希望
き ぼ う

を 

暗闇
くらやみ

に光
ひかり

を、 

そして悲
かな

しみのあるところに喜
よろこ

びをもたらすものとしてください。 

聖
せい

なる父
ちち

よ、どうかわたしに 

慰
なぐさ

められるよりも、慰
なぐさ

めることを 

理解
り か い

されるよりも、理解
り か い

することを 

愛
あい

されるよりも、愛
あい

することを先
ま

ず求
もと

めさせてください。 
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わたしたちは、与
あた

えることによって与
あた

えられ、 

自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

を忘
わす

れることによって本当
ほんとう

の自分
じ ぶ ん

を見
み

いだし、 

赦
ゆる

すことによって赦
ゆる

され、 

死
し

ぬことによって、永遠
えいえん

の命
いのち

に目覚
め ざ

めるのですから アーメン  

（アッンジの聖フランシスコ 平和の祈り） 

 

祝福
しゅくふく

   

受肉
じゅにく

によって、天上
てんじょう

と地上
ちじょう

のあらゆるものを一
ひと

つに集
あつ

められたキリストが、 

皆
みな

さんにますますキリストの喜
よろこ

びと平安
へいあん

を満
み

たしてくださいますように。 

主
しゅ

イエス・キリストの恵
めぐ

み、神
かみ

の愛
あい

、聖霊
せいれい

の交
まじ

わりが、わたしたちとともにあり

ますように。 

アーメン 

一同、立つ。 

 

聖歌 81 

次の聖歌を歌っている間に、司式団は退堂する。 
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会衆は着席して、しばし黙祷する。 
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